
富山県環境教育等行動計画（仮称） 骨子案 
 

第１章 行動計画の基本的事項 

計画の趣旨や位置付けを整理するとともに、計画の目標などの基本的事項を定める。 

 ① 策定の背景 

・ 環境教育の必要性・目的 

・ 環境教育をめぐる動き（県、国、国際） 

 ② 策定の趣旨 

  ・ 計画の策定趣旨 

  ・ 計画の位置付け 

  ・ 計画の目標 

 

第２章 現状と課題 

環境教育、環境保全活動、協働取組みの推進に向けて現状と課題について、アンケー

トも踏まえて、整理する。 

 ・ 家庭、学校、企業、民間団体等、地域社会、行政の区分ごとに整理 

  ※現行の推進方針の第２章、第３章を整理し統合 

 

第３章 行動計画 

  18年当時の推進方策                行動計画（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ・ユネスコスクールの推進 

                          ・「2016とやま宣言」に基づく 

取組みの推進 

 

第４章 推進体制等 

計画の推進体制や点検の方法を定める 

 ・ 「環境とやま県民会議」、「エコノワとやま交流会」などの場を活用し、県民、事業

者、関係団体等との意見・情報交換等を通じて県民等による環境教育の推進状況を把

握する。 

 ・ 庁内連絡会議において、毎年度、施策の実施状況の確認や進行管理を行い、ＨＰ等

に公表するとともに、環境教育の国内外の動向等を踏まえ、必要に応じて施策や当計

画を見直す。 

資 料４ 

１ 人材の育成と活用の推進 

２ 教材・プログラムの整備と

活用の推進 

３ 情報提供の推進 

４ 環境教育の場や機会の 

拡大の推進 

５ 環境教育の拠点・機能の 

充実と連携の推進 

６ 各主体間の連携と協働の

推進 

７ 事業者・民間団体等の 

取組みの推進 

人材の育成と活用の推進 

教材・プログラムの整備と

活用の推進 

情報提供の推進 

環境教育の場や機会の提供 

連携と協働の推進 

国際的な視点での取組み 
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新たな観点として追加 


